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●福祉国家と政治・経済体制 

・新興国では福祉の拡大は思うように進んでい

ない。その水準は民主化と経済発展のタイミン

グに依存している。 

政党の組織化と政党制の制度化が福祉国家を

発展させた 。 

•人々が望む政策に反映されるか否かは、社会の

中の意見を組織的に取りまとめ、政治に伝える

「経路」となる政党が不可欠となる。 

高度に制度化した政党制を確立した欧州等の

国々では、社会民主主義政党をはじめとする政

党が福祉拡大を望む人々の声を、着実に政治に 

反映させることができた。 

●民主化のタイミングと政党制 
•民主化の三つの波：第一の波 ～1926 、第二の

波 1943～1962 、第三の波  1974～ 
•後発福祉国家は 第三の波で民主化したものが

多い。 
•現代の民主主義では、政党は有権者全体に当選

後に実現する政策を提示し、有権者はその政策

を判断し政党支持を決めることが想定される。 
•第三の波では、民主化の進行速度や当時の社会

的背景が第一の波、第二の波とは異なったた

め、政党と有権者の関係が通常とは異なるもの

となった。 
●なぜ新興国では福祉が拡大しないのか 

•急速な民主化は組織的な政党を形成するには不

利となる。 
•権威主義体制下で制限されていた政治活動が自

由になっても、短期間に地歩を固めることは不

可能。 
•欧州等で政党制が確立された時期には、労働者

と使用者との対立が前景化していたため、分配

の問題は中心的な争点となった。 
•新興国が遅れて民主化を遂げた時にはそういっ

た社会情勢には無く、政治体制の正統性などの 
体制派と反体制派の間に見られた対立が争点と

なった。これらの背景は 新興国の政党制の制度

化を困難にした。 
●政党間対立の全体像 

•スウェーデンの政治的対立は「左翼対右翼」を

中心に置くものとなっており「所得の平等」が

それに付随するものとなっている。 
•韓国でも主たる対立軸はイデオロギー対立

（「保守対進歩」）を中心とするものとなってい

るが、それは「所得の平等」ではなく「対北支

援」と深く関わるものとなっている。 
●福祉国家拡大のための経済的条件 

•大量生産・大量消費に特徴づけられるフォーデ

ィズム経済の中で、資本と労働者の利益向上の 
サイクル（生産性向上→賃上げ→消費拡大→総

需要／投資の伸び →生産性向上）が成立 。 
•このサイクルの中で、労働者は同時に中心的

な、商品消費者として位置づけられた。 
•再分配が促進され、労働者が中間層化すること

は一国の経済を発展させることに繋がった。フ

ォーディズム経済の経験は福祉国家の発展をも

たらした。 
●なぜ新興国では福祉が拡大しないのか 

•グローバル化により一国大の社会経済政策の有

効性が低減。 
•国際競争の中で法人減税と労働力の低価格化が

要求される。 
•中心的商品は耐久消費財から IT ・ハイテク商

品に移行。 
・ポスト・フォーディズムの時代には豊かな中

間層を育てることに対する経済的合理性は失わ

れている 。また、政府 にも市場にもかつてのよ

うな再分配を実現する力はない。 
●結論 

•先行国と後発国とで福祉国家としての発展の度

合いが違うのは、① 政党制の制度化の水準 と、 
②フォーディズム経済の経験の有無が異なるか

らである。 
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